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LIFE　LIGHT　LOVE

★大会結果
順位 氏　　　名

優　勝 佐村　　直氏〔TG五七会〕

第 2 位 渡辺　道夫氏〔TG獅子（四四）会〕

第 3 位 澤口　廣章氏〔TG獅子（四四）会〕

第 4 位 佐々木隆之氏〔TG五七会〕

第 5 位 阿部　　誠氏〔TG五七会〕

★ベストグロス
佐々木隆之氏〔TG五七会〕【79】

★エージシュート
加藤　昌宏氏〔TG三七会〕【81】

行
政
書
士
Ｔ
Ｇ
会

太
白
支
部

　
昨
年
秋
の
行
政
書
士

Ｔ
Ｇ
会
総
会
に
お
い
て
、

春
の
懇
親
会
を
四
月
に
、

秋
の
総
会
を
十
月
に
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
。
今
回
は
来
賓
と
し

て
、
東
北
学
院
同
窓
会

会
長
森
山
博
様
、
学
校

法
人
東
北
学
院
校
友
課

係
長
を
お
迎
え
し
て
、

四
月
十
九
日
十
七
時
三

十
分
か
ら
、「
桜
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
て
い
た
榴
岡

公
園
近
く
の
「
酔
っ
て

粋
な
よ
榴
岡
店
」
に
て

出
席
者
二
十
三
名
で
開

催
し
た
。

　
熊
谷
仁
憲
先
生
の
司

会
に
よ
り
、
次
第
に
従

　
四
月
十
二
日
十
一
時

よ
り
、
太
白
区
西
多
賀

の
三
神
峯
公
園
に
て
、

太
白
支
部
主
催
の
観
桜

会
を
開
催
し
た
。

　
二
〇
一
七
年
の
芋
煮

会
に
続
い
て
の
屋
外
行

事
と
な
り
、
東
北
学
院

同
窓
会
の
支
部
の
行
事

と
し
て
は
珍
し
い
催
し

と
な
っ
た
。
来
賓
と
し

て
東
北
学
院
同
窓
会
よ

り
峯
岸
良
慥
副
会
長
を

お
迎
え
し
、
ま
た
、
太
白

支
部
以
外
の
仙
台
市
内

他
支
部
や
お
隣
の
名
取

支
部
か
ら
も
参
加
者
が

あ
り
、
総
勢
二
十
六
名

と
な
っ
た
。

　
屋
外
イ
ベ
ン
ト
ゆ
え

に
天
気
を
心
配
し
た
が
、

　
同
窓
会
設
立
後
、
八

回
目
と
な
る
伝
統
の
第

三
十
七
回
ゴ
ル
フ
大
会

が
、
六
月
四
日
、
西
仙
台

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
、
五
十
七
名
が
参

加
し
開
催
さ
れ
た
。
午

前
中
は
曇
り
空
だ
っ
た

が
、
午
後
か
ら
は
東
北

学
院
色
の
「
ブ
ル
ー
」
の

晴
天
に
恵
ま
れ
、
最
高
の

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
っ
た
。

　
今
回
か
ら
大
会
の
名

称
が
、
母
校
へ
の
「
支
援

ゴ
ル
フ
大
会
」
に
変
更

に
な
っ
た
。「
三
四
郎
会
」

の
熊
谷
康
氏
、
須
藤
直

照
氏
、
阿
部
益
知
氏
の

先
輩
を
は
じ
め
、「
平
成

二
十
六
年
会
」
の
三
浦

い
、
法
学
部
同
窓
会
副

会
長
で
も
あ
る
菊
地
茂

先
生
が
開
会
を
告
げ
、

先
人
の
先
生
方
へ
の
黙

禱
に
続
き
、
行
政
書
士

会
の
佐
々
木
薫
会
長
が

あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。
こ

の
後
、
森
山
同
窓
会
会

長
か
ら
の
ご
祝
辞
の
中

で
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
同
窓

会
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
、

交
流
を
盛
ん
に
し
て
、

母
校
に
貢
献
し
よ
う
と

の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
ご
来
賓
紹
介
の
後
、

山
形
会
の
今
田
早
百
合

先
生
が
許
認
可
業
務
に

つ
い
て
の
お
話
を
し
た

の
ち
、
乾
杯
発
声
し
、
歓

談
と
な
っ
た
。
出
席
者

か
ら
順
次
に
自
己
紹
介
、

近
況
報
告
が
な
さ
れ
、

改
め
て
行
政
書
士
業
務

の
幅
広
さ
、
奥
深
さ
を

感
じ
る
楽
し
い
懇
親
の

時
間
を
過
ご
し
た
。
終

盤
と
な
り
、
校
歌
一
番
二

番
斉
唱
の
あ
と
当
会
の

五
十
嵐
講
一
副
会
長
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
述

べ
ら
れ
、
今
回
も
大
盛

会
の
う
ち
に
お
開
き
と

な
っ
た
。

〈
事
務
局
　
森
　
明
彦
〉

当
日
の
明
け
方
に
小
雨

が
降
っ
て
午
前
中
は
少

し
肌
寒
か
っ
た
も
の
の
、

正
午
以
降
は
晴
れ
て
き

て
暖
か
く
、
満
開
の
桜
の

も
と
十
一
時
の
開
始
か

ら
十
六
時
ま
で
、
秋
保
の

「
さ
い
ち
」
名
物
の
お
は

ぎ
と
オ
ー
ド
ブ
ル
を
楽

し
み
な
が
ら
、
持
ち
込
ん

だ
お
酒
が
尽
き
る
ま
で

懐
か
し
い
話
も
交
え
つ

つ
、
桜
を
愛
で
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
大
き

な
特
徴
は
、
四
十
代
の

若
い
会
員
三
名
が
企
画

か
ら
早
朝
の
場
所
取
り

ま
で
す
べ
て
を
引
き
受

け
て
く
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
家
族
を

同
席
さ
せ
て
お
り
、
未

来
の
同
窓
生
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う

僚
氏
ま
で
、
二
十
七
学

年
の
同
窓
生
が
集
合
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
、

ま
こ
と
に
楽
し
い
大
会

だ
っ
た
。

　
優
勝
は
「
Ｔ
Ｇ
五
七

会
」
の
佐
村
直
氏
で
、
第

二
位
は
「
Ｔ
Ｇ
獅
子
（
四

四
）
会
」の
渡
辺
道
夫
氏
、

第
三
位
は
「
Ｔ
Ｇ
獅
子

（
四
四
）
会
」
の
澤
口
廣

章
氏
、
第
四
位
は
「
Ｔ
Ｇ

五
七
会
」
の
佐
々
木
隆
之

氏
、
第
五
位
は
「
Ｔ
Ｇ
五

七
会
」
の
阿
部
誠
氏
だ
っ

た
。
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
は

「
Ｔ
Ｇ
五
七
会
」
の
佐
々

木
隆
之
氏
で
七
十
九
の

ス
コ
ア
だ
っ
た
。
ま
た
、

「
Ｔ
Ｇ
三
七
会
」
の
加
藤

昌
宏
氏
が
八
十
一
の
ス

コ
ア
を
出
し
、
エ
ー
ジ

シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
た
。

　
当
日
に
は
、
多
く
の

同
窓
生
の
方
々
か
ら
数

多
く
の
協
賛
品
を
ご
提

供
い
た
だ
き
、
素
晴
ら

し
い
大
会
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
今
回
か
ら
大

会
名
称
が
「
支
援
ゴ
ル

フ
大
会
」
に
な
っ
た
こ

と
で
、
大
会
の
参
加
者

か
ら
の
母
校
へ
の
「
支

援
金
」
が
寄
せ
ら
れ
、
阿

部
賀
寿
男
中
・
高
同
窓

会
会
長
が
母
校
に
寄
付

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

〈
Ｔ
Ｇ
三
八
会

  

武
田
信
将
〉

に
し
て
い
た
。

　
今
後
も
支
部
総
会
の

他
に
ユ
ニ
ー
ク
な
行
事

を
提
案
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
太
白
区
と
近
隣

に
お
住
い
の
同
窓
生
は

ぜ
ひ
ご
出
席
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。〈

事
務
局
〉

　青葉通りの木々も緑濃くなる季節の6月
7日、「ＴＫＰガーデンシティＰＲＥＭＩＵＭ」
を会場に46名が集い、第33回工学部機械
TG会が実施されました。ご多忙な中、工
学部長の岩谷幸雄先生および機械知能工
学科長の熊谷正朗先生、校友課主査の三
澤康士氏にご臨席いただきました。さら
には、記念講演会として本学名誉教授の
鶴本勝夫先生を講師にお迎えし、「東北学
院存続苦渋の決断」という題名で貴重な
ご講演をいただきました。
　総会議案（第1号議案から第5号議案）
については、報告および審議が滞りなく
終了しました。そして、役員改選として新
会長に千葉幹郎氏が着任し令和7年度工
学部機械TG会がスタートしました。
　鶴本先生の講演では、戦時中の大学の
状況および工学部の礎となった航空工業
専門学校の存在などの秘話を拝聴するこ
とができました。改めて本学の「建学の
精神」の意義を知ることができました。
　懇親会では、大学全体と学部からの状
況報告などをいただき、さらなる大学の
発展を祈念しました。今回は、第5回卒
業生および第15回卒業生への呼びかけを
重点的に行いました。特に15回生の参加
者は7名で、各人から一言メッセージがあ
り、遠くは宇都宮市や水戸市からの参加
であることが紹介されました。15回生の
参加は幹事の三島氏の呼びかけにより実
現し、なんと45年ぶりの再会でした。当
初は会話にも固さがありましたが、「○○
の授業」、「○○下宿は…」などの会話に当
時の記憶が蘇ってきました。4年間時間を
共有した学友との会話では、キャンパス
内の2号館および3号館、5号館、礼拝堂、

研究室の記憶や、下宿周りのこと、多賀城
駅周辺の話で盛り上がり、時間の経過も
忘れ楽しく貴重なひと時を過ごすことが
できました。
　本同窓会が私に与えた影響はとても大
きいものと感じています。同窓会に参加
したら、「顔と名前が一致するだろうか」、

「知っている学友はいるだろうか」などの
不安がありました。しかし、定年などを迎
えた今、外に出られる時に出ておかなけれ
ば後悔するのではないか？と思い参加し
ました。いざ、参加してみると当時のこと
が蘇ってきました。心理学的に、人生の中
で記憶が一番鮮明なのは、20歳前後と言
われています。まさにその通りで、記憶が
蘇り、当時の自分が考えていたことや行動
を思い出し、現在の自分と比較や再考する
良い機会となりました。同窓会は懐かし
いと思うだけではなく、改めて自分自身を
見つめ直す機会を与えてくれるものだと
感じました。
　大学側からは、未来を見つめた「文理
融合」を深める五橋キャンパスの設置や
2027年4月設置構想中の「未来探究科学
部（仮称）」、「教育学部（仮称）」の検討といっ
た少子化に対応する具現策の説明があり
ました。「国作りは教育から」と言います。
では、教育のどこから手を付けるのか？が
大きな課題です。その課題に着手した学院
大学は、素晴らしいと感じています。
　私立大学の定員管理厳格化の影響や緩
和および大都市圏への若者流入が複雑に
生じている今日です。今後も予測できな
いことも生じてくるとは思いますが、東北
学院の益々のご発展とご活躍をお祈り申
し上げます。　　　 〈15回生　清水信昭〉

白
石
支
部

　
六
月
七
日
、
白
石
市
の

「
和
み
処
も
も
の
木
」
に

お
い
て
白
石
支
部
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
は
沼
倉
啓
介
支

部
長
を
議
長
に
議
事
に

入
り
、
用
意
さ
れ
た
五
つ

の
議
案
は
全
て
承
認
可

決
さ
れ
た
。
最
後
に
、
藤

本
邦
夫
副
支
部
長
の
閉

会
あ
い
さ
つ
を
も
っ
て
、

総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
長
橋
和

夫
幹
事
長
の
司
会
の
も

と
、
沼
倉
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
、
来
賓
を
代
表
し
て

福
野
光
輝
人
間
科
学
部

長
よ
り
大
学
の
近
況
報

告
を
兼
ね
て
ご
あ
い
さ

つ
い
た
だ
い
た
。
続
け

て
、
村
上
博
美
氏
の
ご
発

声
に
よ
り
乾
杯
を
行
い

懇
談
と
な
り
、
来
賓
の
福

野
学
部
長
、
石
川
学
庶
務

部
次
長
を
交
え
て
多
岐

に
わ
た
る
懇
談
が
行
わ

れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で

の
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
会
の
最
後
に
、

出
席
者
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
閉
会
と
な
っ
た
。

〈
事
務
局
〉

東
北
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
同
窓
会

支
援
ゴ
ル
フ
大
会

第第88回回

　
次
回
は
十
月
十
八
日
（
土
）に
秋
の
総
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
行
政
書
士
試
験
合
格
者
も
含

め
て
、
全
国
か
ら
会
員
を
募
集
中
で
す
。

　
事
務
局
☎
〇
八
〇
―
〇
八
〇
〇
―
七
七
五
三

ま
で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

－45年ぶりの再会も実現し、貴重なひと時を過ごす－

工学部機械ＴＧ会


